
15 1st 6
10 2nd 10

15 3rd 6

15 4th 5

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 / 0 0 0 0 0 4 × 6 0 3 0 1

5 × 14 0 7 0 4 5 × 9 0 3 3 2

6 / 2 0 1 0 0 6 × 2 0 1 0 0

7 × 0 0 0 0 1 7 × 8 2 0 2 1

8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 0 0 0 0 1

9 / 0 0 0 0 0 9 / 0 0 0 0 0

10 × 13 1 5 0 0 10 / 2 0 1 0 0

11 / 0 0 0 0 0 11 / 0 0 0 0 0

12 / 4 0 1 2 1 12 / 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 / 0 0 0 0 0

14 × 16 2 4 2 0 14 / 0 0 0 0 0

15 / 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 × 6 0 3 0 2 18 DNP 0 0 0 0 0

55 3 21 4 8 27 2 8 5 5

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

（なし）

（なし）
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○

戦　　評

合計

榎本　唯人

　九州ブロック代表西福岡と東北ブロック代表鶴岡第二の一戦。１Q両チームハーフコートマンツーマンDefでスタート。開始２分間両
チーム無得点。鶴岡第二＃４のバックドアプレーで得点が動き出す。西福岡は＃５の連続リバウンドシュート、＃１４のペネトレイトで
３連続得点。鶴岡第二＃５、＃４のシュートで６対６の同点。しかし、西福岡の堅いDefから３連続得点、１４対６となり鶴岡第二がタイ
ムアウト。西福岡の勢いは止まらず、１５対６で１Q終了。２Q鶴岡第二＃７の３Pでスタート。１５対９とする。ここから西福岡＃５のリ
バウンドシュート、＃１２のフリースローで得点し、１９対９。鶴岡第二がタイムアウト。その後両チーム激しいDefが続く。鶴岡第二＃５
の連続シュートで点差を詰めるも、西福岡＃１４の３P、＃５のリバウンドシュートで追撃を許さない。２５対１６、西福岡リードで前半終
了。３Q西福岡のDefはさらに厳しくなる。さらに西福岡＃１８の速攻、＃１０、＃１４の得点で一気につきはなす。３３対１６となったとこ
ろで、鶴岡第二タイムアウト。しかし、西福岡の速い攻めは止まらない。鶴岡第二も＃５、＃４、＃８が攻めるがリングに嫌われなか
なか得点できない。その間、西福岡がリードを広げ、４０対２２で３Q終了。４Qも西福岡＃１４、＃１０の１対１で４連続得点。鶴岡第二
も＃４の３Pで得点するも、その後が続かず、５５対２７で西福岡が勝利した。

齋藤　亮馬

安田　拳心水本　来
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松田　士弦
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松村　竜吾

松脇　匡秀
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石井　大翔

松本　宗志

松浦　享佑

牧　和敬
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